
こんにちは。メディセレのしゃっちょう、児島惠美子です。先日、

かかりつけ薬剤師について産経新聞の取材を受けました。ちょうど

取材前に1日60錠も飲んでいらっしゃる潰瘍性大腸炎の患者さんに

出会いました。お薬だけでお腹いっぱいになりそうです。薬を見せ

ていただき、せめて重複投与だけでもなくそうと医師らとお話しまし

た。こうしたとき、かかりつけ薬剤師が必要だなと強く思います。費

用（調剤報酬）の話がもちろん取材時に出ましたが、記者の方が明ら

かに、「かかりつけでなくてもいいのでは？」と思われているのを感

じました。どれだけ費用以上の価値を患者さんに提供できるか、薬

をお渡しした後にいかに適切に飲んでいただけるかが重要かなどを

語ることで、理解していただけました。

ある週刊誌が薬のリスクを訴える記事を出して、すぐ姑からも「薬

は止めた方がよいの？」と電話が。皆さんもたくさん薬について質

問されているのではないでしょうか。別の週刊誌が対抗するように

薬の安全な飲み方の記事を書かれました。記事よりもかかりつけ薬

剤師の言葉を信用してもらえるよう、ともに頑張りましょう！

 お知らせ  現場薬剤師のための薬学本、メディセレと東大のコラボ「薬を学
ぶ」第1弾：5-FUができあがりました。50名の方にプレゼント。メディセレHP
のinformationで薬を学ぶ希望と書いてお申し込み下さい。

　Medisere（メディセレ） 代表取締役社長　児島 惠美子

Broaden your horizons  〜さぁ、視野を広げて！〜

No. 156


